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----------------------------- 
1.氏 名 
（和文）南齋 勉 
（英文）NANZAI Ben 

2.所 属 
（和文）静岡理工科大学 
（英文）Shizuoka Institute of Science and Technology 

3.共同研究者氏名・所属 
（和文） 
（英文） 
 

4.研究テーマ 
（和文）富士山頂および山麓における単一の雲滴採取分析 
 (成果) Individual cloud droplet sampling analysis at the summit and foot of Mt. Fuji 
 

5.研究結果（プロジェクト報告）の概要 
（和文）雲凝結核からの雲粒成長過程の詳細について捉えるため，富士山頂で雲粒を直接採取することで，単一雲
滴中の硫酸塩の定量分析を行なった。一般的に，雨や霧などの湿性沈着物中の化学組成の分析を行う際，採取装置
に回収したサンプルに対して行われるため，これらの成分は時間・空間的に平均化され，その詳細情報は失われている。
したがって，雲中への大気汚染物質の沈着過程や，雨や雲中における物理化学的な反応の解明には一滴ごとの成分
分析が重要である。本研究ではゲル薄膜に含まれる溶質と雨中の成分による結晶生成を利用することで，一滴の雨滴の
成分を簡便に定量する手法を用いた，単一雲滴の採取・分析を試みた。2022年 8月 17日の日中，富士山測候
所は雲に包まれており，1時間ごとに雲粒試料を計 20 サンプル（2×10時間）採取した。高倍率デジタルマイクロスコ
ープと SEM-EDX による観察・定性定量結果が得られ次第，追って報告したい。山麓部における採取については，総務
省へのドローン機体登録が完了され次第，検討する。 
 
 
（英文）Information obtained from componential analysis of rain droplets is important to elucidate 
cloud condensation nuclei formation from aerosols, rain droplets growth, and physicochemical 
reactions in rain and cloud. The chemical components and their concentrations in each droplet 
depend on the droplet size and on the heterogeneous environment around the rain droplets. 
Therefore, the rain droplets assume the role of "a messenger of the atmosphere." Nevertheless, 
detailed information of individual droplets is lost by temporal and spatial averaging because the 
rain water collected in sampling equipment is generally used for component analysis. We tried a 
novel quantitative analytical method for SO4

2- in an actual cloud droplet by crystal formation. 
Sampling point is the weather station of Mt. Fuji and the Tarobo sampling site. Sampling tool was 
attached on the drone and let fly in cloud above the Tarobo site. 

  

http://npo.fuji3776.net/index.html
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	夏期期観測2022に関するアンケート調査
	1. 今回観測に参加されて、改善すべき点その他お気づきのことがございましたらお聞かせください。
	（今回のコロナ感染症対策についてもご意見がありましたらお願いします。）
	特にございません。
	本来であれば，下山できないような天候の中，下山用ブルを山頂まで手配頂いた本部と山頂班の皆様に感謝申し上げます。
	2. 来年以降の観測に向けて、当NPO法人に対して希望されることがございましたらお聞かせください。
	昨年度まではチューター制度を利用して，大河内先生のグループに参加させていただいておりました。
	今年度は初めての独立グループとして参加させていただき，多くの不安がありましたが，皆様の濃やかなサポートのお陰をもちまして，
	何の不自由もなく施設を利用させていただくことが出来ました。
	誠にありがとうございました。
	3. 次年度も参加を希望されますか。
	ぜひ，参加させていただきたく考えております。
	引き続き，お世話になるかと思いますが，何卒，宜しくお願い申し上げます。
	4. その他どんなことでも結構ですのでご自由にお書きください。
	9月に大阪公立大学で開催された大気環境学会では，長らく対面でお会いできていなかったＮＰＯの先生方とお会いでき，改めて顔を合わせてお話しすることの大切さを実感いたしました。また，オンラインのみで拝見していた先生とも，実際にお会いして，初めてお話しすることが出来，共同研究に発展する機会に恵まれました。ひとえに，このような状況下でも運営を続けていただいたＮＰＯの皆様方のお陰かと存じます。改めまして，感謝を申し上げます。

